免疫調整薬FTY720による実験的自己免疫性視神経炎の抑制 by 安 暁明 et al.
東　京　医　科　大　学　雑　誌─ ─ 第 70巻　第 4号514
（　　）14
相関関係は認められなかった。
　尿中 CD163濃度に関しては、非活動期では（2.20
± 2.56 ng/mgCr）、 活 動 期（0.55 ± 0.86 ng/mgCr、
P=0.022）、対照群（0.02± 0.01 ng/mgCr、P=0.003）
と比較して、有意な高値を認めた。特に RPGNを
呈した症例では、非活動期 3.26± 2.53 ng/mgCr、活
動期 0.67± 1.00 ng/mgCrと非 RPGN症例の非活動
期 0.07 ± 0.05 ng/mgCr、 活 動 期 0.28 ± 0.36 ng/
mgCrと比較して、いずれも高値を認めた。
【結論】　血清 CD163濃度は血管炎活動期には上昇
せずに感染症合併時に上昇することより、感染症合
併マーカーとして有用である可能性が示唆された。
特に、肺胞出血合併時に下降することから、肺胞出
血と肺感染症合併との鑑別において、より有用とな
る可能性が示唆された。一方、尿中 CD163濃度は
RPGNを呈した症例の非活動期に著明な高値を認め
ることより、血管炎による腎修復の指標となりうる
可能性が示唆された。
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FTY720による実験的視神経炎の抑制
Suppression of experimental autoimmune optic neuri-
tis by the novel agent FTY720
【目的】　FTY720（Fingolimod®）は、新しく多発性
硬化症の治療薬として認可された免疫調整薬で、そ
の奏功機序は自己反応性リンパ球の浸潤の抑制とさ
れる。今回我々は、FTY720を実験的自己免疫性視
神 経 炎（experimental autoimmune optic neuritis : 
EAON）に投与し、その効果について検討した。
【方法】　EAONは MOG35-55ペプチドを C57BL/6
マウスに強化免疫して発症させた。FTY720はヒト
投与量の 0.3 mg/kgを用い、強化免疫の翌日よりゾ
ンデを用いて連日、経口投与した。蒸留水のみの投
与を行ったマウスを陽性対照群とした。免疫後 7、
14、21、28、35 日 目 に OptomotryTM （Cerebralme-
chanics社）を用いて視力測定を行った。免疫後 35
日目にMOGに対する遅延型過敏反応（DH）を耳
介厚で測定した。また、免疫後 35日目にマウスを
屠殺し、眼球から視交叉にかけて一塊として組織を
摘出し、病理組織学的に評価した。
【結果】　陽性対照群では免疫後 14日前後で視力の
低下が確認され、21日目で最も低下していた。
FTY720投与群では免疫 14日以降も視力低下はわ
ずかで、21日後の視力低下も軽度であった。免疫
35日後の FTY720投与群における DHは低下傾向
にあったが、陽性対照群と間に有意差はなかった。
病理組織学的には陽性対照群で視神経に著しい炎症
細胞の浸潤がみられたのに対し、FTY720投与群で
は炎症細胞の浸潤は軽度であった。
【結論】　新しい免疫調整薬 FTY720は、実験的自己
免疫性視神経炎の発症を抑制し、ヒト視神経炎治療
の選択薬となり得ると考えられた。
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【背景】　プロカルシトニン（procalcitonin, PCT）は
細菌感染に対する比較的新しいマーカーとして、そ
の診断的有用性は研究ごとに多様に報告されてき
た。 我々は血液培養陽性敗血症患者で反応性 C-蛋
白（C-reactive protein, CRP）と比較して PCTの診
断的有用性を評価した。
【方法】　1,270個の検体を対象に PCTの五区間
（0.05 ng/mL未満 ; 0.05-0.49 ng/mL ; 0.5-1.99 ng/mL ; 2-
9.99 ng/mL ; 10 ng/mL以上）で各々 PCTと CRPを測
定して比較した。 506検体では血液培養結果により
追加分析を施行した。 PCTは酵素関連蛍光検査法
（bioMerieux Co.、Lyon, France）で測定し、CRPは 
（BeckmanCoulter Co.、USA）で測定した。 ROC曲
線を使って PCTとCRPの診断的有用性を比較した。
【結果】　PCTの各区間で CRP濃度は 15.4 mg/L、
42.1 mg/L、101.2 mg/L、125.0 mg/L、167.1 mg/L と
